
(57)【要約】

【課題】入力端子のピッチ隔又は高さが異なる複数の分

岐開閉器を備えてなる制御盤について、分電盤で使用さ

れる量産型の主幹バーと分岐バーとが使用可能な制御盤

を提供する。

【解決手段】入力端子のピッチ間隔又は高さが異なる複

数の分岐開閉器を備え、複数の主幹バーと、複数の分岐

バーとを有する制御盤において、一方端には分岐バー取

着部を設け、他方端には主幹バー取着部を設けて、前記

主幹バーと前記分岐バーとを接続する位置合わせ体を有

し、前記主幹バーはいずれかの前記入力端子のピッチ間

隔と同じ間隔で穿設された分岐バー取付け孔を有し、前

記分岐バーは一方端に入力端子接続部を設け、他方端に

は位置合わせ体接続部を設け、平面視で真っ直ぐであっ

て前記主幹バーに略直交する方向に配設され、前記位置

合わせ体によって、前記入力端子と前記分岐バー取付け

孔との位置のずれを調整する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 板 上 に 配 設 さ れ て 複 数 の 入 力 端 子 を 有 す る 分 岐 開 閉 器 で あ っ て 、 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ
間 隔 又 は 高 さ が 異 な る 複 数 の 前 記 分 岐 開 閉 器 を 備 え 、 前 記 分 岐 開 閉 器 に 電 流 を 供 給 す る 複
数 の 主 幹 バ ー と 、 前 記 主 幹 バ ー と 前 記 端 子 と を 接 続 す る 複 数 の 分 岐 バ ー と を 有 す る 制 御 盤
に お い て 、
一 方 端 に は 前 記 分 岐 バ ー に 接 合 す る 分 岐 バ ー 取 着 部 を 設 け て な り 、 他 方 端 に は 前 記 主 幹 バ
ー に 接 合 す る 主 幹 バ ー 取 着 部 を 設 け て な り 、 前 記 主 幹 バ ー と 前 記 分 岐 バ ー と を 接 続 す る 位
置 合 わ せ 体 を 有 し て な り 、
前 記 主 幹 バ ー は い ず れ か の 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 同 じ 間 隔 で 穿 設 さ れ た 分 岐 バ ー 取
付 け 孔 を 有 し て な り 、
前 記 分 岐 バ ー は 一 方 端 に 前 記 入 力 端 子 に 接 合 す る 入 力 端 子 接 続 部 を 設 け て な り 、 他 方 端 に
は 前 記 位 置 合 わ せ 体 に 接 合 す る 位 置 合 わ せ 体 接 続 部 を 設 け て な り 、 平 面 視 で 真 っ 直 ぐ で あ
っ て 前 記 主 幹 バ ー に 略 直 交 す る 方 向 に 配 設 さ れ て な り 、
前 記 位 置 合 わ せ 体 に よ っ て 、 前 記 入 力 端 子 と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 と の 位 置 の ず れ が 調 整
さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 制 御 盤 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 位 置 合 わ せ 体 は 、 金 属 板 を 加 工 し て な り 、 螺 子 止 め に よ り 前 記 分 岐 バ ー 及 び 前 記 主 幹
バ ー と 接 合 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 制 御 盤 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 位 置 合 わ せ 体 は 、 い ず れ も 幅 が 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ の 制 御 盤 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 分 岐 バ ー 取 着 部 及 び 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に は 、 螺 子 よ り も 大 き な 貫 通 孔 が 設 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ 記 載 の 制 御 盤 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 分 岐 開 閉 器 は 各 々 ３ 個 の 入 力 端 子 を 有 す る も の で あ っ て 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 前 記 ３
個 の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る ３ 種 類 か ら な り 、
前 記 第 １ の 位 置 合 わ せ 体 は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー 取 着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 前
記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 間 隔 の 差 分 だ け 一 方 側 に 変 位 さ せ て な り
、
前 記 第 ２ の 位 置 合 わ せ 体 は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー 取 着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 真
っ 直 ぐ に 配 置 し て な り 、
前 記 第 ３ の 位 置 合 わ せ 体 は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー 取 着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 前
記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 間 隔 の 差 分 だ け 他 方 側 に 変 位 さ せ て な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ 記 載 の 制 御 盤 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 分 岐 開 閉 器 は 入 力 端 子 の 高 さ の 異 な る ２ 種 類 か ら な り 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 前 記 分 岐
バ ー 取 着 部 と 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 と の 間 に 、 前 記 ２ 種 類 の 分 岐 開 閉 器 の 入 力 端 子 の 高 低 差
の 半 分 の 段 差 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ 記 載 の 制 御 盤 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 い ず れ か の 位 置 合 わ せ 体 を 裏 返 す こ と で 、 他 の 位 置 合 わ せ 体 と な る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６ の 制 御 盤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 制 御 盤 に お い て 分 岐 開 閉 器 と 主 幹 バ ー と を 電 気 的 に 接 続 す る た め の 分 岐 バ ー と
主 幹 バ ー と の 取 付 け 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
制 御 盤 や 分 電 盤 等 で 、 主 幹 バ ー か ら 分 岐 し て 各 負 荷 回 路 に 電 力 を 供 給 し た り 遮 断 し た り す
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る 分 岐 開 閉 器 に つ い て 、 分 岐 バ ー を 介 し て こ の 入 力 端 子 を 主 幹 バ ー と 電 気 的 に 接 続 す る 従
来 の 構 造 は 、 実 開 平 ４ － ５ ８ ０ ０ ６ 号 公 報 の 第 ２ 頁 の 図 ４ で 従 来 例 と し て 例 示 さ れ て い る
。 こ れ に よ れ ば 、 入 力 端 子 と 分 岐 バ ー 、 分 岐 バ ー と 主 幹 バ ー を 螺 子 止 め に よ り 接 合 し て い
た 。 こ の 場 合 、 分 岐 開 閉 器 の 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 高 さ が １ 種 類 の み で あ れ ば 、 入 力 端
子 の ピ ッ チ 間 隔 と 同 じ 間 隔 で 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 を 穿 設 し た 主 幹 バ ー と 、 こ れ に 対 応 す る 分
岐 バ ー を 用 意 し て お く こ と で 、 多 種 類 の 制 御 盤 の 設 計 ・ 製 造 に 対 応 す る こ と が 可 能 で あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 分 岐 開 閉 器 の サ イ ズ 規 格 と し て は 、 １ ０ ０ Ａ 以 下 の も の と し て Ｊ Ｉ Ｓ 協 約 形 （
端 子 ピ ッ チ 間 隔 ２ ５ ｍ ｍ 、 端 子 高 さ ３ ２ ｍ ｍ ） が 標 準 的 に 流 通 し て い る 。 こ れ 以 外 の サ イ
ズ は 、 特 注 品 の 場 合 は メ ー カ ー に よ っ て 仕 様 が 異 な る が 、 大 体 は 、 端 子 ピ ッ チ 間 隔 ３ ０ ｍ
ｍ 、 端 子 高 さ ２ ４ ｍ ｍ の も の と 、 端 子 ピ ッ チ 間 隔 ３ ５ ｍ ｍ 、 端 子 高 さ ２ ４ ｍ ｍ の も の と が
汎 用 形 と し て 流 通 し て い る 。 こ こ で 、 Ｊ Ｉ Ｓ 協 約 形 と 汎 用 形 の 分 岐 開 閉 器 を 併 用 し た 場 合
は 、 前 述 し た 従 来 の 構 造 は 適 用 で き な い 。 こ れ に 対 応 す る 分 岐 バ ー と 主 幹 バ ー と の 取 付 け
構 造 と し て 、 図 ９ ～ 図 １ １ に 示 す 第 １ の 改 良 構 造 と 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 す 第 ２ の 改 良
構 造 と が 考 え ら れ る 。 図 ９ は 第 １ の 改 良 構 造 を 示 す 斜 視 図 、 図 １ ０ は 同 じ 物 を 示 す 上 面 図
、 図 １ １ は 同 じ 物 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ２ は 第 ２ の 改 良 構 造 を 示 す 斜 視 図 、 図
１ ３ は 同 じ 物 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 な お 、 第 ２ の 改 良 構 造 を 示 す 断 面 図 は 、 第 １ の 改 良 構
造 と 同 じ で あ っ て 、 図 １ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
第 １ の 改 良 構 造 は 、 分 岐 バ ー ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ 、 ６ １ ｃ に 対 応 す る 位 置 に 主 幹 バ ー ５ １ ａ 、
５ １ ｂ 、 ５ １ ｃ に 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 を 穿 設 す る も の で あ る 。 こ の 構 造 だ と 、 分 岐 バ ー ６ １
ａ 、 ６ １ ｂ 、 ６ １ ｃ は 従 来 の も の を 使 用 で き る が 、 分 岐 開 閉 器 １ 、 ２ の 入 力 端 子 ピ ッ チ 間
隔 に 応 じ た 取 付 け 孔 の 位 置 を 決 め る 必 要 が あ る 。 こ の た め に 、 使 用 す る 分 岐 開 閉 器 の 種 類
や 配 置 が 決 定 す る ま で は 、 主 幹 バ ー を 設 計 ・ 製 造 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
第 ２ の 改 良 構 造 は 、 主 幹 バ ー ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ に は 一 定 の 間 隔 で 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 を 穿 設
し て お き 、 こ れ に 螺 子 孔 の 位 置 が あ う よ う に 、 一 部 の 分 岐 バ ー ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｃ を 左 右 方 向
に 曲 げ る も の で あ る 。 こ の 取 付 け 構 造 で は 、 主 幹 バ ー ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ は 予 め 生 産 し て お
く こ と が 可 能 で あ る が 、 分 岐 開 閉 器 の 種 類 に 応 じ て 分 岐 バ ー を 左 右 方 向 に 曲 げ る 加 工 が 必
要 と な る 。 こ の よ う な 分 岐 バ ー の 曲 げ 加 工 は 容 易 で な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 述 の 改 良 構 造 と は 異 な る 構 造 と し て 、 主 幹 バ ー の 任 意 の 位 置 で 分 岐 バ ー を 接 合 す る 構 造
が 、 実 開 平 ４ － ５ ８ ０ ０ ６ 号 公 報 や 実 開 平 ５ － ５ ０ ９ ０ ９ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。 こ れ
ら の 実 用 新 案 文 献 に 開 示 さ れ て い る 分 岐 バ ー と 主 幹 バ ー と の 取 付 け 構 造 を 用 い れ ば 、 分 岐
開 閉 器 の 端 子 ピ ッ チ 間 隔 又 は 高 さ が 異 な る 複 数 の 分 岐 開 閉 器 を 備 え た 制 御 盤 に つ い て も 、
分 岐 バ ー や 主 幹 バ ー を 予 め 生 産 し て お く こ と が 可 能 で あ る 。 し か し 、 こ れ ら の 取 付 け 構 造
で は 、 特 別 な 構 造 を 有 す る 分 岐 バ ー が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 実 用 新 案 文 献 １ 】
実 開 平 ４ － ５ ８ ０ ０ ６ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 用 新 案 文 献 ２ 】
実 開 平 ５ － ５ ０ ９ ０ ９ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
制 御 盤 は 、 分 電 盤 に 比 べ る と 、 内 部 に 収 納 さ れ て い る 電 気 機 器 の 種 類 も 多 く 、 こ の た め 使
用 さ れ る 分 岐 開 閉 器 の 種 類 が 多 く な る 場 合 が あ る 。 ま た 、 ユ ー ザ ー の 要 望 に 応 じ て 、 カ ス
タ ム 品 を 設 計 ・ 製 造 す る 場 合 も あ る 。 こ の 場 合 、 分 岐 開 閉 器 に つ い て は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 協 約 形 を
主 に 使 用 す る が 、 ユ ー ザ ー の 要 望 に 応 じ て 、 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 又 は 高 さ の 異 な る 分 岐
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開 閉 器 を 使 用 す る こ と が あ る 。 一 方 で は 、 標 準 品 が 多 い 分 電 盤 の 電 気 機 器 や 部 品 を 使 用 す
る こ と で 、 制 御 盤 の コ ス ト ダ ウ ン を す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 こ の た め に 、 こ れ ら の 分
岐 開 閉 器 を 使 用 し た 場 合 に つ い て も 、 分 電 盤 と 共 通 の 分 岐 バ ー や 主 幹 バ ー 等 の 部 品 を 用 い
る こ と が 要 望 さ れ る 。 し か し 、 前 述 し た 改 良 構 造 や 実 用 新 案 文 献 １ 及 び 実 用 新 案 文 献 ２ に
開 示 さ れ て い る 構 造 で は 、 分 電 盤 用 の 分 岐 バ ー や 主 幹 バ ー を そ の ま ま 使 用 す る こ と が で き
な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 か か る 事 由 に 鑑 み て な し た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 入 力 端 子 の ピ ッ
チ 間 隔 又 は 高 さ が 異 な る 複 数 の 分 岐 開 閉 器 を 備 え て な る 制 御 盤 に つ い て 、 分 電 盤 で 使 用 さ
れ る 量 産 型 の 主 幹 バ ー と 分 岐 バ ー と が 使 用 可 能 な 制 御 盤 の 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 基 板 上 に 配 設 さ れ て 複 数 の 入 力 端 子 を 有 す る 分 岐 開 閉 器
で あ っ て 、 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 又 は 高 さ が 異 な る 複 数 の 前 記 分 岐 開 閉 器 を 備 え 、 前
記 分 岐 開 閉 器 に 電 流 を 供 給 す る 複 数 の 主 幹 バ ー と 、 前 記 主 幹 バ ー と 前 記 入 力 端 子 と を 接 続
す る 複 数 の 分 岐 バ ー と を 有 す る 制 御 盤 に お い て 、 一 方 端 に は 前 記 分 岐 バ ー に 接 合 す る 分 岐
バ ー 取 着 部 を 設 け て な り 、 他 方 端 に は 前 記 主 幹 バ ー に 接 合 す る 主 幹 バ ー 取 着 部 を 設 け て な
り 、 前 記 主 幹 バ ー と 前 記 分 岐 バ ー と を 接 続 す る 位 置 合 わ せ 体 を 有 し て な り 、 前 記 主 幹 バ ー
は い ず れ か の 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 同 じ 間 隔 で 穿 設 さ れ た 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 を 有 し
て な り 、 前 記 分 岐 バ ー は 一 方 端 に 前 記 入 力 端 子 に 接 合 す る 入 力 端 子 接 続 部 を 設 け て な り 、
他 方 端 に は 前 記 位 置 合 わ せ 体 に 接 合 す る 位 置 合 わ せ 体 接 続 部 を 設 け て な り 、 平 面 視 で 真 っ
直 ぐ で あ っ て 前 記 主 幹 バ ー に 略 直 交 す る 方 向 に 配 設 さ れ て な り 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 に よ っ
て 、 前 記 入 力 端 子 と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 と の 位 置 の ず れ を 調 整 さ れ る も の で あ る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 １ の 構 成 に お い て 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 、 金 属 板
を 加 工 し て な り 、 螺 子 止 め に よ り 前 記 分 岐 バ ー 及 び 前 記 主 幹 バ ー と 接 合 さ れ る も の で あ る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 ２ の 構 成 に お い て 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 、 い ず れ
も 幅 が 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ の 構 成 に お い て 、 前 記 分 岐 バ ー 取
着 部 及 び 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に は 、 螺 子 よ り も 大 き な 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ５ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の 構 成 に お い て 、 前 記 分 岐 開 閉 器
は 各 々 ３ 個 の 入 力 端 子 を 有 す る も の で あ っ て 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 前 記 ３ 個 の 入 力 端 子 の
そ れ ぞ れ に 対 応 す る ３ 種 類 か ら な り 、 前 記 第 １ の 位 置 合 わ せ 体 は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー 取
着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 間
隔 の 差 分 だ け 一 方 側 に 変 位 さ せ て な り 、 前 記 第 ２ の 位 置 合 わ せ 体 は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー
取 着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 真 っ 直 ぐ に 配 置 し て な り 、 前 記 第 ３ の 位 置 合 わ せ 体
は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー 取 着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔
と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 間 隔 の 差 分 だ け 他 方 側 に 変 位 さ せ て な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ６ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 １ 乃 至 請 求 項 ５ の 構 成 に お い て 、 前 記 分 岐 開 閉 器 は
入 力 端 子 の 高 さ の 異 な る ２ 種 類 か ら な り 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 前 記 分 岐 バ ー 取 着 部 と 前 記
主 幹 バ ー 取 着 部 と の 間 に 、 前 記 ２ 種 類 の 分 岐 開 閉 器 の 入 力 端 子 の 高 低 差 の 半 分 の 段 差 を 設
け て な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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請 求 項 ７ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６ の 構 成 に お い て 、 前 記 い ず れ か の
位 置 合 わ せ 体 を 裏 返 す こ と で 、 他 の 位 置 合 わ せ 体 と な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 形 態 １ ）
本 実 施 形 態 に 係 る 制 御 盤 の 分 岐 バ ー と 主 幹 バ ー の 構 造 を 、 図 １ ～ ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で 、 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の 制 御 盤 の 構 造
を 示 す 上 面 図 で 、 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
１ 、 ２ は 、 三 相 交 流 用 の 分 岐 開 閉 器 で あ り 、 １ は Ｊ Ｉ Ｓ 協 約 形 （ 端 子 ピ ッ チ 間 隔 ２ ５ ｍ ｍ
、 端 子 高 さ ３ ２ ｍ ｍ ） で 、 ２ は 、 汎 用 形 （ 端 子 ピ ッ チ 間 隔 ３ ０ ｍ ｍ 、 端 子 高 さ ２ ４ ｍ ｍ ）
で あ る 。 両 方 の 分 岐 開 閉 器 に は 、 第 １ か ら 第 ３ の 電 圧 相 に 対 応 す る 入 力 端 子 が 設 け ら れ て
い る 。 ま た 、 分 岐 開 閉 器 １ を 基 板 ４ の 面 上 に 直 接 に 取 り 付 け 、 分 岐 開 閉 器 ２ を 台 金 具 ３ を
介 し て 基 板 ４ の 面 上 に 取 り 付 け る こ と で 、 両 方 の 分 岐 開 閉 器 １ 、 ２ に つ い て 基 板 ４ 面 か ら
入 力 端 子 ま で の 高 さ を 同 じ に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ は 第 １ か ら 第 ３ の 電 圧 相 に 対 応 す る 主 幹 バ ー で あ り 、 銅 板 を 長 尺 に 加 工
し た も の で あ る 。 主 幹 バ ー ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ は 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 平 面 視 で は 等 間 隔
で 並 設 さ れ て い て 、 中 心 に あ る 主 幹 バ ー ４ ｂ だ け が 、 基 板 ４ か ら の 高 さ が 高 い 位 置 に 配 設
さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 主 幹 バ ー ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ に は 、 螺 子 用 の タ ッ プ が 設 け ら れ
て い る 位 置 合 わ せ 体 取 付 け 孔 が 、 前 記 分 岐 開 閉 器 １ の 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 同 じ 間 隔 で
穿 孔 さ れ て い る 。 主 幹 バ ー ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ は 、 電 力 供 給 部 に 接 続 さ れ て い て 、 そ れ ぞ れ
、 負 荷 に 供 給 さ れ る 最 大 電 流 が 通 電 可 能 な 断 面 積 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ は 第 １ か ら 第 ３ の 電 圧 相 に 対 応 す る 分 岐 バ ー で あ り 、 銅 板 を 打 ち 抜 き 加
工 し た も の を 上 下 方 向 に 折 り 曲 げ た も の で あ り 、 平 面 視 で は 真 っ 直 ぐ な 形 状 で あ る 。 分 岐
バ ー ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ の 入 力 端 子 側 は 、 取 付 け 用 の 螺 子 よ り も 大 き な 貫 通 孔 （ ば か 孔 ） が
設 け ら れ た 入 力 端 子 接 合 部 で あ り 、 入 力 端 子 と 螺 子 止 め さ れ て い る 。 ま た 、 他 の 端 部 は 、
同 様 に ば か 孔 螺 が 設 け ら れ た 位 置 合 わ せ 体 接 合 部 で あ り 、 主 幹 バ ー ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ の 近
傍 に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ 、 後 述 す る 位 置 合 わ せ 体 と 螺 子 止 め さ れ て い る 。 分 岐 バ ー ６
ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 、 分 岐 開 閉 器 １ 、 ２ に 通 電 さ れ る 電 流 値 の 最 大 値 が 通 電 可 能
な 断 面 積 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
７ ａ 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ は 分 岐 開 閉 器 １ の 第 １ か ら 第 ３ の 電 圧 相 に 対 応 す る 位 置 合 わ せ 体 で あ り
、 ７ ｄ 、 ７ ｅ 、 ７ ｆ は 分 岐 開 閉 器 ２ の 第 １ か ら 第 ３ の 電 圧 相 に 対 応 す る 位 置 合 わ せ 体 で あ
る 。 位 置 合 わ せ 体 ７ ａ ～ ７ ｆ は 、 銅 板 を 打 ち 抜 き 加 工 し た も の で あ り 、 こ れ ら の 分 岐 バ ー
側 端 部 は 、 タ ッ プ が 設 け ら れ た 分 岐 バ ー 取 着 部 で あ る 。 こ の 分 岐 バ ー 取 着 部 と 螺 子 の 頭 部
と で 、 分 岐 バ ー ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ を 挟 む 配 置 で 両 者 が 接 合 さ れ て い る 。 ま た 、 位 置 合 わ せ
体 ７ ａ ～ ７ ｆ の 反 対 側 の 端 部 は 、 ば か 孔 が 設 け ら れ た 主 幹 バ ー 取 着 部 で あ る 。 主 幹 バ ー ５
ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ と 螺 子 の 頭 部 で こ の 分 岐 バ ー 取 着 部 を 挟 む 配 置 で 両 者 が 接 合 さ れ て い る 。
こ こ で 、 位 置 合 わ せ 体 ７ ｄ は 平 面 視 で 分 岐 バ ー 取 着 部 を 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 分 岐 開 閉
器 ２ の 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 間 隔 の 差 分 だ け 一 方 側 に 変 位 さ せ て い て
、 位 置 合 わ せ 体 ７ ａ 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ 、 ７ ｅ は 平 面 視 で 分 岐 バ ー 取 着 部 を 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対
し て 真 っ 直 ぐ に 配 置 し て い て 、 位 置 合 わ せ 体 ７ ｆ は 平 面 視 で 分 岐 バ ー 取 着 部 を 主 幹 バ ー 取
着 部 に 対 し て 分 岐 開 閉 器 ２ の 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 間 隔 の 差 分 だ け 他
方 側 に 変 位 さ せ て い る 。 し た が っ て 、 位 置 合 わ せ 体 ７ ａ 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ 、 ７ ｅ は 同 一 部 品 と
な り 、 位 置 合 わ せ 体 ７ ｄ と ７ ｆ と は 、 一 方 を 裏 返 す こ と で 他 方 と な る の で 、 共 通 化 で き る
。 ま た 、 位 置 合 わ せ 体 ７ ａ ～ ７ ｆ は 、 そ れ ぞ れ 、 分 岐 開 閉 器 １ 、 ２ に 通 電 さ れ る 電 流 値 の
最 大 値 が 通 電 可 能 な 断 面 積 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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本 実 施 形 態 で 、 使 用 す る 主 幹 バ ー ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ の 部 品 点 数 は １ で あ り 、 分 岐 バ ー ６ ａ
、 ６ ｂ 、 ６ ｃ の 部 品 点 数 は 第 １ か ら 第 ３ の 電 圧 相 に 対 応 す る ３ で あ る 。 ま た 、 位 置 合 わ せ
体 の 部 品 点 数 は 、 前 述 し た よ う に ２ と な る 。 つ ま り 、 新 た な 部 品 と し て 小 型 の ２ 種 類 の 位
置 合 わ せ 体 を 追 加 す る だ け で 、 主 幹 バ ー と 分 岐 バ ー と は 分 電 盤 用 の 部 品 を そ の ま ま 使 用 し
て 、 収 納 す る 分 岐 開 閉 器 の 個 数 や 配 置 が 異 な る 新 た な 制 御 盤 を 設 計 ・ 製 造 に 対 応 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 や 高 さ の 異 な る 新 た な 分 岐 開 閉 器 が 、 追 加 さ れ た
場 合 で あ っ て も 、 主 幹 バ ー と 分 岐 バ ー と は 、 そ の ま ま 使 用 す る こ と が で き 、 小 型 の 位 置 合
わ せ 体 の み を 新 し く 設 計 ・ 製 造 す れ ば 、 対 応 可 能 と な る 。 こ の こ と に よ り 、 分 岐 バ ー 、 主
幹 バ ー と 位 置 合 わ せ 体 は を 予 め 生 産 で き 、 こ れ ら の 部 品 の 量 産 効 果 に よ り 、 コ ス ト ダ ウ ン
が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 分 岐 バ ー と 位 置 合 わ せ 体 、 位 置 合 わ せ 体 と 主 幹 バ ー と の 接 合 構 造 は 、 本 実 施 形 態
に 限 ら な い 。 例 え ば 、 位 置 合 わ せ 体 接 合 部 に タ ッ プ が 設 け ら れ 、 分 岐 バ ー 取 着 部 に ば か 孔
が 設 け ら れ 、 主 幹 バ ー 取 着 部 に タ ッ プ が 設 け ら れ 、 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 が ば か 孔 で あ っ て も
よ い 。 こ の よ う に 、 タ ッ プ と ば か 孔 の 構 成 を 変 え た 場 合 は 、 タ ッ プ を 設 け た 部 材 と 螺 子 の
頭 部 で 、 ば か 孔 を 設 け た 部 材 を 挟 む よ う に な る 。 さ ら に 、 こ れ ら 部 分 を す べ て ば か 孔 と す
る こ と も 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 は 螺 子 と ナ ッ ト と を 用 い る こ と で 接 合 す る こ と に な る 。 ま
た 、 本 実 施 形 態 の 分 岐 開 閉 の 入 力 端 子 は ３ 個 で あ る が 、 入 力 端 子 は ２ 個 の も の で あ っ て も
か ま わ な い 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 分 岐 開 閉 器 は 、 人 手 で 開 閉 を す る 狭 い 意 味 の 開 閉 器 だ け
で な く 、 過 電 流 を 遮 断 す る 遮 断 器 も 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 実 施 形 態 ２ ）
本 実 施 形 態 に 係 る 制 御 盤 の 分 岐 バ ー と 主 幹 バ ー の 構 造 を 、 図 ４ ～ ８ に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で 、 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 の 制 御 盤 の 構 造
を 示 す 上 面 図 で 、 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 断 面 図 （ 分 岐 開 閉 器 を 別 々 に
表 示 し た 図 ） で 、 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 他 の 断 面 図 （ 分 岐 開 閉 器 を 重
ね て 表 示 し た 図 ） で 、 図 ８ は 、 本 実 施 形 態 の 位 置 合 わ せ 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 実 施 形 態 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と ほ ぼ 同 じ で あ り 、 同 一 構 造 の 説 明 は 省 略 す る 。 な お 、
同 一 物 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
分 岐 開 閉 器 １ 、 ２ は 両 方 と も 基 板 ４ の 面 上 に 直 接 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 、 入 力 端 子 ま
で の 高 さ は 、 分 岐 開 閉 器 １ 、 ２ で 異 な る 。 ま た 、 主 幹 バ ー ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ と は 、 実 施 形
態 １ と 同 一 で あ る 。 ま た 、 分 岐 バ ー ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ は 、 入 力 端 子 接 合 部 に は ば か 孔 が 設
け ら れ 、 位 置 合 わ せ 体 接 合 部 に は タ ッ プ が 設 け ら れ て い る 。 位 置 合 わ せ 体 ８ ａ ～ ｆ は 、 い
ず れ も 、 分 岐 バ ー 取 着 部 と 主 幹 バ ー 取 着 部 と も に ば か 孔 が 設 け ら れ 、 分 岐 バ ー 取 着 部 と 主
幹 バ ー 取 着 部 と の 間 に 、 分 岐 開 閉 器 １ 、 ２ の 入 力 端 子 の 高 低 差 の 半 分 の 段 差 が 設 け ら れ て
い る 。 こ こ で 、 分 岐 開 閉 器 １ （ 入 力 端 子 の 高 い 方 ） で は 、 位 置 合 わ せ 体 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ
の 分 岐 バ ー 取 着 部 を 主 幹 バ ー 取 着 部 よ り も 高 く し 、 分 岐 開 閉 器 ２ （ 入 力 端 子 の 低 い 方 ） で
は 、 逆 に 位 置 合 わ せ 体 ８ ｄ 、 ８ ｅ 、 ８ ｆ の 分 岐 バ ー 取 着 部 を 主 幹 バ ー 取 着 部 よ り も 低 く す
る 。 こ の よ う に 、 位 置 合 わ せ 体 ８ ａ ～ ｆ を 取 り 付 け る こ と で 、 入 力 端 子 の 高 さ の 差 を 調 整
す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 位 置 合 わ せ 体 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ 、 ８ ｅ
は 同 一 部 品 と な り 、 位 置 合 わ せ 体 ８ ｄ と ８ ｆ と は 、 一 方 を 裏 返 す こ と で 他 方 と な る の で 、
共 通 化 で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で も 、 位 置 合 わ せ 体 の 部 品 点 数 は 、 ２ と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 形 態 で は 、 位 置 合 わ せ 体 に 段 差 を 設 け る こ と で 、 入 力 端 子 の 高 さ が 異 な る 分 岐 開 閉
器 に 対 し て も 、 台 金 具 を 用 い る こ と な し で 同 じ 位 置 合 わ せ 体 を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 位 置 合 わ せ 体 の 分 岐 バ ー 取 着 部 と 主 幹 バ ー 取 着 部 と が と も に ば か 孔 な の で 、 入 力 端 子
と 主 幹 バ ー の 取 付 け 孔 と の 位 置 調 整 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 基 板 上 に 配 設 さ れ て 複 数 の 入 力 端 子 を 有 す る 分 岐 開 閉 器
で あ っ て 、 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 又 は 高 さ が 異 な る 複 数 の 前 記 分 岐 開 閉 器 を 備 え 、 前
記 分 岐 開 閉 器 に 電 流 を 供 給 す る 複 数 の 主 幹 バ ー と 、 前 記 主 幹 バ ー と 前 記 入 力 端 子 と を 接 続
す る 複 数 の 分 岐 バ ー と を 有 す る 制 御 盤 に お い て 、 一 方 端 に は 前 記 分 岐 バ ー に 接 合 す る 分 岐
バ ー 取 着 部 を 設 け て な り 、 他 方 端 に は 前 記 主 幹 バ ー に 接 合 す る 主 幹 バ ー 取 着 部 を 設 け て な
り 、 前 記 主 幹 バ ー と 前 記 分 岐 バ ー と を 接 続 す る 位 置 合 わ せ 体 を 有 し て な り 、 前 記 主 幹 バ ー
は い ず れ か の 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 同 じ 間 隔 で 穿 設 さ れ た 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 を 有 し
て な り 、 前 記 分 岐 バ ー は 一 方 端 に 前 記 入 力 端 子 に 接 合 す る 入 力 端 子 接 続 部 を 設 け て な り 、
他 方 端 に は 前 記 位 置 合 わ せ 体 に 接 合 す る 位 置 合 わ せ 体 接 続 部 を 設 け て な り 、 平 面 視 で 真 っ
直 ぐ で あ っ て 前 記 主 幹 バ ー に 略 直 交 す る 方 向 に 配 設 さ れ て な り 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 に よ っ
て 、 前 記 入 力 端 子 と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 と の 位 置 の ず れ を 調 整 さ れ る も の で あ る こ と を
特 徴 と し て い る の で 、 分 電 盤 用 と し て 量 産 さ れ て い る 主 幹 バ ー と 分 岐 バ ー を 使 用 す る こ と
が で き 、 こ れ ら の 部 品 の 量 産 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 １ の 構 成 に お い て 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 、 金 属 板
を 加 工 し て な り 、 螺 子 止 め に よ り 前 記 分 岐 バ ー 及 び 前 記 主 幹 バ ー と 接 合 さ れ る も の で あ る
こ と を 特 徴 と し て い る の で 、 請 求 項 １ 記 載 の 効 果 に 加 え て 、 位 置 合 わ せ 体 の 製 造 と 接 合 が
容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 ２ の 構 成 に お い て 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 、 い ず れ
も 幅 が 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る の で 、 請 求 項 ２ 記 載 の 効 果 に 加 え て 、 位 置 合 わ せ
体 の 部 材 の 共 有 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ の 構 成 に お い て 、 前 記 分 岐 バ ー 取
着 部 及 び 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に は 、 螺 子 よ り も 大 き な 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と し て い る の で 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ 記 載 の 効 果 に 加 え て 、 入 力 端 子 と 主 幹 バ ー の 取 付
け 孔 と の 位 置 調 整 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
請 求 項 ５ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の 構 成 に お い て 、 前 記 分 岐 開 閉 器
は 各 々 ３ 個 の 入 力 端 子 を 有 す る も の で あ っ て 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 前 記 ３ 個 の 入 力 端 子 の
そ れ ぞ れ に 対 応 す る ３ 種 類 か ら な り 、 前 記 第 １ の 位 置 合 わ せ 体 は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー 取
着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔 と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 間
隔 の 差 分 だ け 一 方 側 に 変 位 さ せ て な り 、 前 記 第 ２ の 位 置 合 わ せ 体 は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー
取 着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 真 っ 直 ぐ に 配 置 し て な り 、 前 記 第 ３ の 位 置 合 わ せ 体
は 平 面 視 で 前 記 分 岐 バ ー 取 着 部 を 前 記 主 幹 バ ー 取 着 部 に 対 し て 前 記 入 力 端 子 の ピ ッ チ 間 隔
と 前 記 分 岐 バ ー 取 付 け 孔 間 隔 の 差 分 だ け 他 方 側 に 変 位 さ せ て な る こ と を 特 徴 と し て い る の
で 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ 記 載 の 効 果 に 加 え て 、 三 相 用 制 御 盤 に 対 し て 、 位 置 合 わ せ 体 の
部 品 点 数 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
請 求 項 ６ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 １ 乃 至 請 求 項 ５ の 構 成 に お い て 、 前 記 分 岐 開 閉 器 は
入 力 端 子 の 高 さ の 異 な る ２ 種 類 か ら な り 、 前 記 位 置 合 わ せ 体 は 前 記 分 岐 バ ー 取 着 部 と 前 記
主 幹 バ ー 取 着 部 と の 間 に 、 前 記 ２ 種 類 の 分 岐 開 閉 器 の 入 力 端 子 の 高 低 差 の 半 分 の 段 差 を 設
け て な る こ と を 特 徴 と し て い る の で 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ 記 載 の 効 果 に 加 え て 、 入 力 端
子 の 高 さ が 異 な る 分 岐 開 閉 器 に 対 し て も 、 台 金 具 を 用 い る こ と な し に 同 じ 位 置 合 わ せ 体 を
使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
請 求 項 ７ に 係 る 発 明 の 制 御 盤 は 、 請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６ の 構 成 に お い て 、 前 記 い ず れ か の
位 置 合 わ せ 体 を 裏 返 す こ と で 、 他 の 位 置 合 わ せ 体 と な る こ と を 特 徴 と し て い る で 、 請 求 項
５ 又 は 請 求 項 ６ 記 載 の 効 果 に 加 え て 、 位 置 合 わ せ 体 の 部 品 点 数 を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 １ の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 １ の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 ２ の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 ２ の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 形 態 ２ の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 形 態 ２ の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 別 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 形 態 ２ の 位 置 合 わ せ 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 １ の 改 良 構 造 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 １ の 改 良 構 造 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 １ の 改 良 構 造 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ２ の 改 良 構 造 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ２ の 改 良 構 造 の 制 御 盤 の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 Ｊ Ｉ Ｓ 協 約 形 分 岐 開 閉 器
２ 　 　 　 　 　 汎 用 形 分 岐 開 閉 器
３ 　 　 　 　 　 台 金 具
４ 　 　 　 　 　 基 板
５ ａ 　 　 　 　 第 １ 電 圧 相 用 主 幹 バ ー
５ ｂ 　 　 　 　 第 ２ 電 圧 相 用 主 幹 バ ー
５ ｃ 　 　 　 　 第 ３ 電 圧 相 用 主 幹 バ ー
６ ａ 　 　 　 　 第 １ 電 圧 相 用 分 岐 バ ー
６ ｂ 　 　 　 　 第 ２ 電 圧 相 用 分 岐 バ ー
６ ｃ 　 　 　 　 第 ３ 電 圧 相 用 分 岐 バ ー
７ ａ 、 ７ ｄ 　 第 １ 電 圧 相 位 置 合 わ せ 体 （ 実 施 形 態 １ ）
７ ｂ 、 ７ ｅ 　 第 ２ 電 圧 相 位 置 合 わ せ 体 （ 実 施 形 態 １ ）
７ ｃ 、 ７ ｆ 　 第 ３ 電 圧 相 位 置 合 わ せ 体 （ 実 施 形 態 １ ）
８ ａ 、 ８ ｄ 　 第 １ 電 圧 相 位 置 合 わ せ 体 （ 実 施 形 態 ２ ）
８ ｂ 、 ８ ｅ 　 第 ２ 電 圧 相 位 置 合 わ せ 体 （ 実 施 形 態 ２ ）
８ ｃ 、 ８ ｆ 　 第 ３ 電 圧 相 位 置 合 わ せ 体 （ 実 施 形 態 ２ ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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